
　　

　　
農林水産省総合食料局流通課補助

新技術活用ビジネスモデル実証・普及事業

　 　問い合わせ　農林水産省 総合食料局 流通課 流通改善班　TEL 03-3502-5741

　　　　　　　　　（社）食品需給研究センター　調査研究部　TEL 03-5567-1993（担当：酒井） 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.fmric.or.jp/bizmodel/

食品流通における電子タグなどの新技術や通い容器の普及に向け、新
技術を活用するビジネスモデルや地方における通い容器の推進体制を
構築する事業です

＜補　 助　 率 ＞　定額　

＜標準補助金額＞　1団体あたり ４334万円（平成21年度ビジネスモデル実証の場合）

　　　　　　　　　　　　 1団体あたり 500万円（平成21年度通い容器地方推進体制の構築の場合）

＜事業実施主体＞　民間団体等

＜事業実施期間＞　平成20年度～平成24年度

＜応 募 期 間＞　2月上旬～3月中旬（平成21年度の場合）

　※記載内容は平成２１年度事業公募時のものです。変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。

農林水産省

流通効率化流通効率化流通効率化流通効率化のののの推進推進推進推進

・「流通効率化推進協議会」の開催
・電子タグ等の新技術や通い容器の普及啓発
・ビジネスモデル実証および通い容器実施地区

への指導・助言（現地調査、報告書取りまと
め等）
※20・21年度は食品需給研究センターが採択され実施

通通通通いいいい容器地方推進体制容器地方推進体制容器地方推進体制容器地方推進体制のののの構築構築構築構築

卸売市場を中心として、通い容器に携わる幅
広い関係者で構成する地方推進体制を構築し、
返却容器の回収体制を整備するなど本格的な
普及推進を図ります。

地方の実態に合った回収モデルの構築：
・容器回収のためのルールづくり、責任体制
・公平なコスト負担のあり方　など

※21年度は4団体を採択

新技術活用新技術活用新技術活用新技術活用ビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルのののの実証実証実証実証

電子タグ等の新技術を活用した食品流通のビ
ジネスモデル（最適な活用方法、費用対効果、
事業者の役割分担、運用ルール等）を実証し
ます。

対象となる商材は、青果物、花き、食肉、水
産物、それらの加工品。

食品流通の複数の事業者の連携したビジネス
モデルであることが条件！

※21年度は3団体を採択
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